
星形成セミナー
#GAEP0712-18

大橋聡史（東大）



ÅGaia proper motion (radial vel)
ÅALMA 3 mm ギャップ構造

２つの要素により、惑星の存在を示唆

1-3 auに ~ 5 Mjup



Gaiaによるproper motion の変動が0.21 mas/ yr（図はない）

Companion質量と半径をランダムに振って(50,000)観測値と整合するか

3 auにMjup か、10 auに100 Mjup にあればproper motion を説明可能
ただし、10 auに100 Mjup もあれば、円盤に大きなギャップが空くはず



Frank

PHANTOM(SPH simulation) で1.3 mmと3 mmの強度分布を再現

α=5X10 -3



Long + 25

JWSTの観測でVery Low Mass Stars (VLMS) ではC/O>1 が示唆されている

結論
高いC/OはCOの破壊によるCとOの分離（CH3OHからのUVとかHe+による破壊)、CH4 やC2H2を作ってC
をenrich,
あるいはdustにOが吸着(H2O)しradial drift でOを枯渇



1次元のsimple化学進化とdustへの吸着とradial drift を計算



静的モデル(C系の反応破壊なし）
H2O→CO2→CO円盤の主要な分子

動的モデル(CO破壊、ダスト表面
反応あり）



結局、C/OはCO分子の量で決定される

VLMSでC/Oを高くするためには、COを破壊する必要があり、He
+やCH3OHからのCH4が重要

電離率が10-17だとCOの破壊
があまり起きない

Dust trap を置いてCH3OH
にするのが大事



VLMSは電離率が高い？
円盤がコンパクト？
Snow line が内側にあるの
で、進化が早い



FU Orionis 型天体の一つ、V960 Mon（アウトバースト中の若い星）

VLTの最近導入されたERIS 高分
解イメージャ・分光器（1—5 µm
帯）を利用した観測により、渦
巻腕近傍にコンパクトな微光源
が直接検出

コントア: ALMA 1.3mm



SPHERE の Hバンドでは検出されず

仮に年齢を約1 Myr とし、進化モデルを用いると質
量は約660 MJupと見積もられたが、伴天体自身に伴
う円盤や降着による光の寄与も含む可能性があり

Hバンド非検出の階段からは、上限質量は38 MJup
程度

ALMAとVLTで位置ずれ、キャリブレーション誤差？







ケプラー回転からのずれを円盤のワープ構造で説明
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